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１．はじめに

近年，３Ｄプリンティング（３Ｄプリン

タ）が様々なメディアで取り上げられ一般

的に知られた言葉となっている。この技術

は２０年以上も前から存在している。３Ｄ

プリンタの研究開発の元となる積層造形技

術は１９８０年代に名古屋市工業試験所の

小玉秀男氏が最初に開発した。この技術は

クリス・アンダーソンの「ＭＡＫＥＲＳ」

でも取り上げられたことも注目された一因

であるが，基本特許の有効期限が切れたこ

とで多くのメーカーが参入できるようにな

ったことも普及の要因の一つである。現在

では３Ｄプリンタのハードウェアは低価格

化，小型化し，造形データをはじめソフト

ウェアはインターネットの普及により，多

種多様なものが作製されている。使用でき

る材料が多様化し，現在では樹脂系の材料

が中心ではあるが，金属材料も取り扱える

ようになった。今後，３Ｄプリンタの技術

は産業界のみならず個人の用途として普及

していくことと予想され，使いやすく身近

で取り組みやすい技術になることが考えら

れる。同時に新しい技術には影となる面も

あり，技術分野の授業においてもものづく

りの場面で取り上げることが重要となる。

本研究では３Ｄプリンタの技術がどのよ

うな仕組みなのかを生徒に教え，３Ｄプリ

ンタの技術を理解し，ものづくりにおいて

どのようなことができるのか教えるために

アンケート調査を行い，その結果を検討し、

実験授業を行った。

２．実験授業

２－１ 研究対象

対象とした生徒は，山梨県甲府市内の F
中学校の第 2 学年 79 名であった。男子 39
名，女子 40 名であった。
２－２ 調査時期

平成 26 年 6 月に行った。
２－３ 研究方法

事前・事後調査問題を図 1 に記す。 3 題
で構成されている。

２－４ 実験授業の内容

現在普及しているインクジェットプリン

タを２Ｄプリンタと呼び，インクが横方向

に移動する方向をｘ軸，紙が動く方向をｙ

軸とし，ｘ軸にインクが移動して文字を印

字していくことを１次元として説明し、紙

おくりすることによりｙ軸方向に印字して

いくので２次元になることを説明して２Ｄ

プリンタとなることを説明した。更に垂直

方向にインク代わりに樹脂等が積み重なり

３次元の造形ができ、３Ｄプリンタになる

ことを説明した。授業は１時間を設定した。

材料と加工に関する技術 6 時間の中で，単
元の目標として「３Ｄプリンタの技術を知

り，ものづくりとの関わりを知ろう」の授

業を行った。

実験授業の内容として，まずチェーンが

どのようにして作られるのかを問い，つな

ぎ目のないチェーンを製作するにはどうし

たらよいか考えさせた。製作方法の一つと

して３Ｄプリンタをあげて，３Ｄプリンタ

でどのようにして製作するのか知らせた。

コンピュータ上のソフトを使って３次元

的に設計する様子を見せた。そのできがっ

た図を図２に示す。更に図３に示すように

３Ｄプリンタを見せた後に製作したチェー

ンを見せた。３Ｄデータを元に，ｘ軸，ｙ

軸 ， ｚ 軸 の ３ 次 元 の ヘ ッ ド の 動 き

図1 事前・事後調査問題



から様々な製品を製作することができ，製

造分野や建築分野，医療分野でも導入され

ていることを説明した。実際に３Ｄプリン

タで製作された頭蓋骨や心臓モデルなどを

生徒達に手にとって精巧さや重量感を確か

めさせた。３Ｄプリンタは活用すれば新し

いものづくりのきっかけとなるが，使い方

によっては銃の製造やコピー商品製造など

のマイナス面もあることを教えた。

３．結果および考察

問題 1 の調査結果を図 4 を示す。下段が
事前調査，上段が事後調査結果となってい

る。

①の正答である「 2dimensions」を記述した
のは事前では 0 ％であったが事後では 97
％になった。②③④⑤の正答である「２次

元」「紙」「平面」「印刷」を記述したもの

は事前で 39 ％、 37 ％、 26 ％、 34 ％だった
が事後で 100 ％、 89 ％、 97 ％、 100 ％と多
くなった。

問題 2 の調査結果を図 5 示す。事前調査
では３Ｄの日本語を 3 次元とする回答が 34
％であった。ゲーム機やテレビでも３Ｄが

図3 ３Ｄプリンタの仕組みを授業中

図 2 コンピュータ上での操作の様子

普及してるためと考える。またコンピュー

タで３Ｄプリントのデータを作成すること

を理解している生徒も 26 ％あった。実験
授業では全ての項目において回答率が上昇

しているが，３Ｄデータが設計図となるこ

とや，３Ｄプリンタが材料を断面形状に積

層する内容については回答率が低くなる結

果となった。教材の提示方法や授業の進め

方に課題が残る結果ともなった。

４．おわりに

本研究では，中学生に「３Ｄプリンタの

技術を知り，ものづくりとの関わりを知ろ

う」の実験授業を行った。ものづくりとの

関わりとして３Ｄプリンタが社会に与える

マイナス面も授業で取り上げ，新しい技術

の問題点も考えさせた結果，３Ｄプリンタ

の仕組みとものづくりとの関わりについて

正しく理解していることがわかった。
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